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日本が近代化へと向かう明治に、国民の教育水準を上げるための教員養成を担う
師範学校が全国に設置されました。和歌山県師範学校は、その後さまざまな時代の変
動を経ながらも、幅広い視野と教養を身に付けた人材を育成するという理念を継承
し、現在の「教育学部」へと至っています。
一方で、現在の「経済学部」の前身である和歌山高等商業学校は、移民が多く商業

が盛んな和歌山をけん引する人材の育成を目指して設立され、1922年に第1回入学
宣誓式を挙行。初代校長（岡本一郎）は「商人たるに先立ちて先ず人となれ」と訓じ、教
養教育と肉体の鍛錬を教育の第一に掲げたのでした。

新設と発展
［高等商業学校］
1922～1949／大正11年～昭和24年

和歌山師範学校之図（1879～83）
和歌山県師範学校は、1872（明治5）年の学
制公布に基づき設立された岡山小学が、
同８年改称されたことを端緒とする。写
真は同12年頃に撮影されたものとされ、
県内最古である可能性が高い。

寄宿舎は師範学校に在学する学生寮と
して明治期に建設され、男女別個に建て
られている。旧女子部寄宿舎は、1975（昭
和50）年から海南寄宿舎となった。

寄宿舎と学生（1890年頃）　

1912（明治45）年、本館と同時に建築さ
れたと推定される。門柱は、レンガと白
御影石が交互に積み上げられ、赤と白
の美しいコントラストをみせている。

師範学校正門（1912）

高商は和歌山工業専門学校として終戦を迎え、
1945（昭和20）年9月25日、二里ヶ浜に上陸した
米軍が校舎を接収した。約200名が運動場にテ
ントを張り宿営した。

星条旗があがった校庭（1946）
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［師範学校］

明治

5年1月7日（1872）

5年8月3日（1872）

5年10月13日（1872）

8年5月4日（1875）

9年1月24日（1876）

19年7月～9月（1886）

22年2月11日（1889）

24年4月2日（1891）

31年4月1日（1898）

40年4月17日（1907）

和歌山県学が開設される

学制公布

県学が廃止され、岡山小学が設置される

和歌山県師範学校と改称設立される

附属小学校が設置され、授業が開始される

和歌山尋常師範学校と改称される

大日本帝国憲法発布

女子部が開設され、開業式が挙行される

和歌山県師範学校と改称される

師範学校規程が公布される（第二部設置）

教育学部

教育学部

経済学部

経済学部

教育学部

教育学部

教育学部

教育学部

教育学部 4年4月1日（1929）

6年6月（1931）

14年（1939）

16年3月1日（1941）

18年4月1日（1943）

19年3月（1944）

19年4月（1944）

20年7月9日（1945）

20年8月15日（1945）

20年9月（1945）

21年4月1日（1946）

21年11月3日（1946）

22年3月31日（1947）

和歌山県女子師範学校が設置され、師範学
校女子部が廃止される

同盟休校事件

興亜学生勤労報国隊が組織される

国民学校令公布

師範学校と女子師範が合併して和歌山師
範学校と改称される

和歌山経済専門学校と改称され、工業専門
学校に転換される

県立青年師範学校教員養成所が、和歌山青
年師範学校として官立に移管される

和歌山大空襲

終戦

米軍に校舎が接収される

和歌山工業専門学校が経済専門学校に転
換される

日本国憲法公布

教育基本法・学校教育法公布

大正

8年12月1日（1919）

11年4月23日（1922）

13年6月（1924）

師範学校内に和歌山県立実業補習学校教
員養成所が設置される

和歌山高等商業学校第1回入学宣誓式が
挙行される

校旗が制定される

経済学部

教育学部

教育学部

教育学部

教育学部

教育学部

経済学部

経済学部
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和歌山大学の歩み和歌山大学の歩み
1872～1949／明治5年～昭和24年

創設と成長

昭和
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〈 教育学部と経済学部の源流 〉  1875  /  1922

戦後の学制改革により1949年に和歌山大学が発足。ともに「人間の育成」を目指す
2学を包括し、2学部からなる新制総合大学として出発しました。

〈 和歌山大学の出発 〉  1949

1966年に学芸学部から改称した教育学部は、1985年に新設された栄谷キャンパ
スへと移転。2年後には経済学部が続き、1987年の9月に念願の学舎移転統合が完
了します。「和歌山市が一望できる海抜70メートルの高台は、世界に開かれている」第
11代学長（小野朝男）がそう記してから、30余年の歳月が流れました。

〈 新キャンパスへの統合移転 〉  1985  /  1987
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［新制大学］
1949～／昭和24年～

高商の本館にあった階段教室では、
海外から招聘された教員も含めた高
度な教育が行なわれていた。　

階段教室（1926）

和歌山高等商業学校は、旧藩主徳川家ほか県内企業な
どからの寄付を受け、1922（大正11）年、海草郡雑賀村
（現西高松1丁目）付近に設立された。写真は設立当時
の校舎前景。

高商校舎前景（1922）

和歌山大学は、学芸学部(教育学部前身)と経済学部か
らなる新制大学として発足した。1987(昭和62)年栄谷
地区に移転統合され、1995(平成7)年にシステム工学
部が、2008(平成20)年には観光学部が設置された。

栄谷キャンパス（1987～）
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経済学部

経済学部

平成

令和

5年4月（1993）

8年4月（1996）

8年10月（1996）

14年5月10日（2002）

16年4月（2004）

17年4月（2005）

18年4月（2006）

20年4月（2008）

24年10月（2012）

26年4月（2014）

28年4月（2016）

2年4月（2020）

経済学部の夜間主コース学生受入開始

システム工学部3学科の学生受入開始

経済短期大学部が廃止される

博士課程設置記念式典が挙行される

国立大学法人和歌山大学発足

紀南サテライト部が設置される

岸和田サテライトが設置される

観光学部が設置される

「教養の森」センターが設置される

観光学研究科博士課程が設置される

国際観光学研究センター（CTR）を設置

紀伊半島価値共創基幹(Kii-Plus)を設置

観光学部

観光学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

全学部

経済学部

経済学部

全学部

全学部

教育学部

教育学部

24年5月31日（1949）

24年6月（1949）

25年9月（1950）

26年11月（1951）

29年4月1日（1954）

35年6月（1960）

38年3月（1963）

41年4月（1966）

44年2月（1969）

59年12月（1984）

62年10月（1987）

師範学校・青年師範学校・経済専門学校を
包括した和歌山大学が設置される

経済学部同窓会柑芦会が発足

学芸学部（教育学部前身）同窓会紀学同窓
会発足

紀州経済史文化史研究所が設置される

和歌山大学経済短期大学部が開校される

安全保障条約反対全学抗議集会が開催さ
れる

電子計算機（MADIC-ⅡA）が購入され、経
済学部経済計測研究所が設置される

学芸学部が教育学部と改称される

全学共闘会議が結成され、翌月の卒業式は
紛争のため中止される

経済学部第4研究室・経済研究棟で火災発生

学舎移転統合完了式典が挙行される全学部

システム工学部

システム工学部

新たなる出発

和
歌
山
大
学

昭和

1995年、和歌山県待望の理系学部として、経済学部の産業工学科が発展した「シ
ステム工学部」が誕生しました。この「システム工学」という耳慣れない呼称は、21世紀
の今、ようやく実態を明らかにしつつあります。
「いま私たちの生活を支える多くの製造物は、様々な技術を集積してできたシステム
として存在しています。さらにひとつのシステムが他と連動してより大きなシステムとな
り、自然環境や社会活動に複雑に影響を与えます。システム工学は、これまでの個別技
術を発展させるとともに、それらを融合してできる新しい領域を開拓します。」（システム
工学部「CAMPUS GUIDE2002」より抄録）

〈 理系学部の誕生〉  1995

2008年、前年に経済学部に設置された観光学科を母体とする「観光学部」がス
タートしました。観光学は、真に豊かで持続可能な社会に貢献するために、人文・社会
科学から自然科学までの幅広い分野を融合、横断する最先端の学問領域です。そして
和歌山大学観光学部は、学部から大学院、研究センターまでを有する国立大学唯一の
観光学の高等教育機関です。時代が直面する複雑な課題を解決するために、日本の高
等教育はいかに多様な教育・研究に挑むべきか。新しい大学の形を求めて、和歌山大
学の挑戦は続きます。

〈 学際学部への展開 〉  2008
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